














































































































































































































が、「コア探究」を 1 年間実施した 2018 年度で見ると、4 月入学時に「将来の見通しがない」という高
1 生徒が 48%（2017 年度 36%）だったのが、1 月には 27％（2017 年度 52%）に激変した。また、「学習







働での課題解決 PBL）にも参加して 2030 年以降の教育への提言をしようという意欲的なものである。


























数探究科・海洋科学科の 4 学科があり、若狭地域の中学生のおよそ 3 分の 2 が入学する。そのため多様
な進路希望をもった子どもたちが入学している。







 SHH・研究部の主任を務める渡邉久暢教諭（以下、渡邉教諭と表記）が、2019 年 2 月に開催された
































































にまとめて発表した。また、理数科探究科 3 年の 3 名は、三方湖の湖底にたまった堆積物を調べ、1 万
5 千年から 1 万 1 千年の気候の変化や人間の営みを考察した。その研究「鳥浜における縄文人の出現」
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